
 

  
 

 
報道関係各位 

2026年9月15日 

 

一般社団法人TXアントレプレナーパートナーズ 

シード・アーリー期ディープテック・スタートアップの登竜門 

 「J-TECH STARTUP 2026」 企業募集を開始 

過去10年で認定企業の認定後資金調達額は総計530億円超え※１ 

一般社団法人TXアントレプレナーパートナーズ（代表理事：國土 晋吾、千葉県柏市 以下TEP）は、本

年度で第11回目となる、ディープテック分野における成長が期待されるシード・アーリー期の技術系スター

トアップの認定事業「J-TECH STARTUP 2026」のスタートアップ公募を、2026年9月15日（火）13:00より開

始します。エントリーの締め切りは、11月4日（水）となります。 

J-TECH STARTUP 2026 募集概要： https://www.tepweb.jp/event/j-tech-startup-2026/ 
 

 
 

TEPは、日本屈指の大学・研究機関が集積するTX（つくばエクスプレス）沿線エリアを拠点として活動す

る、2009年設立の技術系スタートアップ支援組織です。2016年以降、ディープテック・スタートアップの成長

促進を目的とした認定事業「J-TECH STARTUP」を継続的に実施しており、今年は11回目の開催となりま

す。「J-TECH STARTUP」では、「事業の革新性」「経済的な発展性」「社会的影響力」「事業の実行力」の、

4つの観点から評価し、将来的にグローバル市場での成長が見込まれるシード・アーリー期の技術系スタ

ートアップを厳選、独自に認定しています。 

TEPでは、過去10年間で総計65社を認定しており、認定企業の認定後資金調達額は総計530億円超え、

認定後の新規雇用は累計600名を超える※１など、多くが認定を機に目覚ましい成長を遂げており、「J-TEC 

H STARTUP」はシード・アーリー期のディープテック・スタートアップにとって重要な基点となっていることが

分かります。 

「J-TECH STARTUP 2026」に認定されたスタートアップは、2027年2月26日（金）開催予定の「J-TECH 

STARTUP SUMMIT」において、プレゼンテーションを行う機会を獲得します。当イベントでは、技術系スター

トアップへの投資を検討するVCやCVC、事業提携や協業を模索する大手企業とのマッチング機会を創出す

るほか、イベント後も各種メディアでの露出支援、個別マッチングの継続的なサポート、TEPメンターによる専

門家メンタリング、海外市場展開に向けた支援など、包括的なサポート体制を提供しています。技術系スタ
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ートアップのシード・アーリー期におけるプレゼンスを向上し、事業の飛躍的成長を実現する絶好の機会とな

ります。皆様の積極的なご応募をお待ちしております。 

※１ 2025年度までのJ-TECH STARTUP認定企業全65社に対するフォローアップ調査（2025-2026年 実施）の中で、回答

を得られた49社のデータに基づく（回答率75.3%）。なお、回答を得られなかった残り約25%の企業にも資金調達や従業員

の新規雇用は認められるため、実際の認定後資金調達額合計や、新規雇用者数は上記を上回ることが推測されます。 

 

■ ディープテック・スタートアップ支援の現状とTEPのこれまでの活動について 

ディープテックとは、研究を通じ得られた科学的発見に基づく先端技術で、事業化・社会実装により、 

国・世界レベルの社会課題解決に大きなインパクトを与えるとして近年世界的に成長著しい分野です。具

体的には、AI、宇宙技術、ロボティクス、量子コンピュータ、バイオテクノロジー、クリーンエネルギー、ナノ

テクノロジーなど多岐にわたります。 

日本では、2023年度より経済産業省主導の下、「ディープテック・スタートアップ支援事業」※2を通じ総額予

算1000億円規模の支援が開始されました。さらに、2025年8月に、政府は3年間で最大270億円を投じる新た

な支援策を発表し、「グローバル・スタートアップ・キャンパス構想」として国際研究・事業化・人材育成の3つ

の柱でAI・ロボット・バイオ分野の起業を後押しすると発表※3。2025年6月にはAI新法が施行され、NEDOを通

じた1000億円規模の支援事業も行われています。 

TEPは、そういった流れに先んじて、2009年よりディープテ

ック分野に特化したスタートアップ支援活動を継続的に行っ

てきました。スタートアップ、大学・研究機関、地域行政、大

企業、エンジェル投資家、VC、メンター（専門家）などのネッ

トワークを構築、日本有数のディープテック・エコシステムの

構築に寄与してまいりました。国をあげてディープテック・スタ

ートアップの育成が急がれる今、TEPの活動についてより多

くの方々に訴求していくとともに、当団体が有するネットワー

クや知見を活用した支援を更に強化していきたいと考えてい

ます。 

 

≪TEPパートナー一覧≫ 

・アドバイザリーボード：経済産業省  関東経済産業局、茨城県、千葉県、東京都、柏市、つくば市、柏商工

会議所、中小企業基盤整備機構関東本部、千葉県産業振興センター、東京都中小企業振興公社、つくば

研究支援センター、産業技術総合研究所、日本貿易振興機構  関東貿易情報センター、筑波大学、つくば

グローバル・イノベーション推進機構、新エネルギー・産業技術総合開発機構、千葉大学、宇宙航空研究開

発機構、国際電気通信基礎技術研究所、物質・材料研究機構、特許庁、国立がん研究センター 東病院、海

洋研究開発機構、量子科学技術研究開発機構 

・コーポレートメンバー：TMI総合法律事務所 

・プロジェクトメンバー：株式会社常陽キャピタルパートナーズ、一般社団法人日本能率協会、三井不動産

株式会社 

※2 経済産業省「ディープテック・スタートアップ支援事業の 基本方針」（令和5年3月） 

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/kenkyu_innovation/pdf/028_s01_00.pdf 

※3 日本経済新聞「政府、ディープテック起業支援へ270億円 国際共同研究や人材育成」（2025年6月10日） 

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOSG09B430Z00C25A6000000/ 

内閣官房「グローバル・スタートアップ・キャンパス構想」 

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/campus/index.html 

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/sangyo_gijutsu/kenkyu_innovation/pdf/028_s01_00.pdf
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOSG09B430Z00C25A6000000/
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/campus/index.html


 

 

■ 「J-TECH STARTUP 2026」 募集概要 

応募いただいた企業の方から書類審査やオンライン面談を通じて、認定企業を選定します。 

＜応募要件＞ 

・独自の技術を中核に据えた事業を行うスタートアップ。 

※ハードウェア、ソフトウェアの分野は問いません。バイオ技術、先端素材、ロボット、人工知能、自動

運転、取り組み型ソフトウェアやクラウド上の処理エンジンなども対象となります。 

※「大学・研究機関発スタートアップ賞」は上記要件に加え、大学や研究機関等での研究・技術を活か

した事業であることを要件とします。詳細は応募フォームにてご回答ください。 

＜応募枠①：シード枠＞ 

ベンチャーキャピタル等からの出資前の企業。エンジェル出資、クラウドファンディングによる資金調達を

受けている企業、および起業予定者を含む。 

＜応募枠②：アーリー枠＞ 

ベンチャーキャピタル等から出資を受けていて、以下の要件を満たす未公開企業。 

・資本金額：3億円以下 

・従業員数：50名以下 

・大企業の子会社ではないこと 

※法人の設立年は問いません。第二創業も対象となります。 

＜選考基準＞ 

・事業の革新性（産業構造を変えるような技術であること） 

・経済的な発展（対象とする産業規模が大きく、影響が広範囲に及ぶこと） 

・社会的影響力（世界社会に与えるインパクトが大きいこと） 

・事業の実行力（競争優位性、マネジメントチーム、戦略の全体整合性） 

 

■ 応募方法 

応募フォームより必要情報をご入力ください。 

＜応募フォーム＞ https://forms.gle/6oSNmUKmfGPk3F389  

応募には、フォーム入力時に事業の概要をまとめたプレゼン資料の提出が必要です。資料は下記ポイン

トを押さえたものをご用意ください。機密情報が含まれるページには必ず「confidential」をご明記ください。 

・「誰の」「どのような」課題を解決したいのか 

・課題に解決をもたらす御社商品／サービスの概要 

・技術の特徴および技術優位性 

・事業の経済的・社会的インパクト 

＜応募締切＞2026年11月4日（水）23:59まで 

※締切は厳守とし、運営事務局の応募書類受領時刻で判断いたしますので予めご了承ください。 

 

■ 各賞・特典等 

＜J-TECH STARTUP 大学・研究機関発スタートアップ賞＞ 

J-TECH STARTUP 2026認定企業のうち、大学・研究機関発スタートアップで、最も評価の高いスタートア

ップに贈られます。 

https://forms.gle/6oSNmUKmfGPk3F389


 

【本件に関するお問い合わせ先 （一般・メディア 共通）】 

TEP事務局 / E-MAIL： contact@tepweb.jp 

＜KOIL賞＞ 

本イベントにご協力頂いている三井不動産株式会社様より、J-TECH STARTUP 2026認定企業全社へ、

柏の葉オープンイノベーションラボ（KOIL）の1年間無料利用権が授与されます。 

https://www.koil.jp/koil/ 

 

ほか特別賞調整中 

 

■ 主催 

一般社団法人TXアントレプレナーパートナーズ（TEP）（https://www.tepweb.jp/） 

TXアントレプレナーパートナーズ（TEP）は、日本のトップレベルの技術をビジネス化し普及させることを目

的とする技術系スタートアップの支援組織です。コア技術を持ち、そのビジネス化を目指すディープテック・

スタートアップを中心に、起業・経営経験が豊富なエンジェル投資家、専門的アドバイスが可能なメンター、

スタートアップ起業との連携を望む大手企業らを会員として組成しています。現在は、大学や研究機関、地

域行政、そして海外の同様のスタートアップコミュニティにもネットワークを広げており、世界でも有数の技

術系スタートアップのエコシステムとなっています。 
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